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［背景・ねらい］ 

従来、黒毛和種牛は脂肪交雑に重点を置いて改良されて来ました。しかし、過度な脂肪交雑の牛肉

が消費者に敬遠されることもあり、また近年は脂肪交雑が少ない牛肉を好む消費者ニーズが増えてい

ます。一方で牛に給与する飼料は大部分を輸入に頼っており、飼料価格の高止まりによる生産コスト

の増大は肥育農家の経営を圧迫しています。そこで、脂肪交雑が適度な牛肉を低コストで短期間に生

産することを目的として、通常の飼料給与に比べ粗タンパク質（CP）含量が高く可消化養分総量（TDN）

の低い飼料の給与による肥育方法について、エコフィード（表１、表２）による配合飼料代替が牛の

発育や肉質に及ぼす影響を調べました。 

 

［研究の成果］ 

（１） エコフィード利用により、出荷時体重および日増体重が低下しました。（表３） 

（２）  エコフィード利用により、枝肉重量およびロース芯面積が低下し、脂肪の色沢等級が高くな  

       りました。（表４） 

（３） 脂肪交雑基準値（BMS.No）は対照区3.5、エコフィード区4.0であり、目的とする適度な脂

肪交雑となりました。（表４） 

 

表１ エコフィード飼料の組成 

 

 

 

 

 

 

表２ 給与飼料の成分と給与量 

 

 

 

 

 

 

 



表３ エコフィード給与が牛の発育に及ぼす影響 

 

 

表４ エコフィード給与が牛の枝肉形質に及ぼす影響 

 

 

［成果のポイントと活用］ 

・通常の給与飼料に比べ、高CP低 TDNの飼料を給与することで、黒毛和種牛において適度な脂肪交雑

の牛肉を生産することができます。 

・今回のエコフィードの配合割合および飼料給与量では飼料中のTDN不足が考えられます。 

・今回の課題となった出荷時体重、枝肉重量、ロース芯面積の改善を目的に現在、給与飼料中のTDN

を高めた飼料を用いて肥育試験をおこなっています。 

 

［その他］ 
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